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背景
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開発効率を上げた
い

自動化検討？
今の状況は？

あの機能を修
正してほしい

その機能はあ
まり使ってな

い

QFユーザー企業 ASTER社

問い合わせ増

機能アップデート

こんな機能を
追加してほし

い

テスト

リリース

頻度増



活動の全体像

■ テス豆の活動概要を以下に示す
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テストベー
ス

QF利害関係者
の課題分析

ASTER社か
らの依頼

QF

チームコンセプト（テス豆の経験）
「何のためのテスト？」をなくしたい

利害関係者
の課題一覧

解決策と
スコープの
決定

解決策

テスト要求
開発

テスト
観点図

テストアーキ
テクチャ設計

テストアーキ
テクチャ

テスト詳細
設計

テストケー
ス

テスト実装

手動／自動化
テストスクリプト

テスト
スコープ



チームコンセプト（１）

■ 「これなんのテスト？をなくそう！」
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リリースが近い、

とりあえずこれだけ
テストしておこう

保守しづらい

テストケーステスト対象

品質が良くない

なんのための
テストか
わからない



チームコンセプト（２）

■ 「これなんのテスト？をなくそう！」
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テストしたい
ことを

テストケース
とする

利害関係者が
理解できるよう
に設計して

トレースできる



課題分析
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QFの利害関係

テストベース

分析対象

分析手順

ASTER社からの依頼

ASTER社ではテスト管理用の
ツール：Quality Forward

（QF）を開発し、クラウドサ
ービスとして提供しています。
すでに多くの企業で導入もされ
ている一方で、 （以下略）

QF

テストベース

利害関係者
を洗い出す
する

ASTER社からの依頼

QF

利害関係の
理想、現状、
問題、原因、
課題を分析
する

QF利害
関係者
の課題QFで実現

したい世界
を整理する

ビジョン



課題と解決策
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解決策QF開発チームの課題

テストマネジメント業務への貢献確認

●テストマネジメント業務を分析する
・経験者ヒアリング、ユーザーストーリーマッピング、業務フロー図作成

●テストマネジメントに関わるユーザーとしてのテストする
・受け入れテストのテスト観点。テストアーキテクチャ設計～テスト実装考慮

●QFの仕様としてのテストする
・受け入れテストのテスト観点。テストアーキテクチャ設計～テスト実装

変化への対応

●変化したモノと変化していないモノを素早く特定できるようにする
・トレーサビリティマトリクス作成、考慮したテストプロセス

●変化したモノは、テストケースを素早く保守できるようにする
・変化のパターンの整理。モデルからテストケースを保守を実証

●変化していないモノは、変化していない事を素早く確認できるようにする
・テストアーキテクチャで自動テストするテスト選定。スクリプト実装

テストマネジメント業務
への貢献確認

理由：
アップデートした機
能が本当にQF利用
者等に役立っている
のか確認するため

変化への対応

理由：

素早く機能をアップデ
ートするため、変更に
耐えられるようにする
（テストの面で）



解決策のサンプル

■ 「業務への貢献確認」のサンプル
■ システムテストのサンプル1つ
■ 受入テストのサンプルはTBD

■ 「変化への対応」のサンプル
■ 機能追加への対応のサンプル1つ
■ 機能修正への対応のサンプルはTBD
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業務への貢献確認のサンプル（１）

■ システムテストのサインイン機能で説明

■ 受け入れテストのサンプルはTBD

■ おおまかな流れ

1. QFの機能等を分析する

2. テスト観点図の作成する

3. テストアーキテクチャを設計する

4. テスト詳細設計する

5. テスト実装する
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業務への貢献確認のサンプル（２）

■ 受入テストとシステムテストのプロセス
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ビジョン

テストマネ
ジメント
の知識・
経験

ステークホルダ一覧

ユーザース
トーリーマ
ッピング

システム機
能一覧

ユースケー
ス図、ユー
スケース記
述

テストベース

システムの
機能洗い出
し

QFのユー
スケースを
作る

業務分析：
ヒアリング

業務分析：
業務フロー
図の作成

業務フロー図

受け入れテスト システムテスト

業務と機能
の結び付け

QFの構造の
分析結果

QFの構造
を分析する

ミスユース
ケース図

ミスユース
ケース分析



業務への貢献確認のサンプル（３）
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ユースケース図 ユースケース記述
（アクティビティ図）

Quality Forward

サインインする

機能 説明

… …

サインイ
ン機能

メールア
ドレスと
パスワー
ドを…

… …

QFの機能一覧

■ ユースケース図、ユースケース記述、QFの機能
一覧の例



業務への貢献確認のサンプル（４）
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■ 静的構造（クラス図）の一部



業務への貢献確認のサンプル（５）
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■ 動的構造（ステートマシン図）の一部



業務への貢献確認のサンプル（５）

■ テスト観点抽出、優先順位付けのプロセス
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解決策

ビジョン

分析結果（利害
関係者一覧、ユ
ースケース図、
機能一覧等）

テスト観点
図

テスト観点
図を作る

品質リスク
ありテスト
観点図

順位ありテ
スト観点図

対応するス
ト観点一覧

テスト観点
毎の網羅基
準

品質リスク
分析

優先順位付
け

対応するテ
スト観点の
選定

テスト観点
の網羅基準
を決める



業務への貢献確認のサンプル（６）

■ テスト観点の例（1/3）

16

機能 説明

… …

サインイ
ン機能

… …

QFの機能一覧 テスト観点図

QF

受入テスト
システム
テスト

機能

サインイ
ン機能

入力デー
タ

期待結果

メールア
ドレス

パスワー
ド

サインイ
ン可

サインイ
ン不可

サインイン機能

品質リスク：中
・重要度：中
・致命度：中

品質リスクを付けた
テスト観点図



業務への貢献確認のサンプル（７）

■ テスト観点の例（2/3）
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順位ありテスト観点図

QF

受入テスト
システム
テスト

機能

サインイ
ン機能

入力デー
タ

期待結果

メールア
ドレス

パスワー
ド

サインイ
ン可

サインイ
ン不可

品質リスク：中
優先順位：2

…

品質リスク：低
優先順位：3

…

品質リスク：高
優先順位：1

優先
順位

テスト観点

1 …

2 サインイン機
能

対応する
テスト観点一覧



業務への貢献確認のサンプル（８）

■ テスト観点の例（3/3）
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優先
順位

テスト観点 網羅基準

1 … …

2 サインイン機能 ● 代表値網羅
・ メールアドレスとパスワードの組み合わせのサインイン可だけやる

● 代表値網羅
・メールアドレスとパスワードの組み合わせのサインイン可と
サインイン不可の両方やる

網羅基準を付けたテスト観点一覧



業務への貢献確認のサンプル（９）

■ テストアーキテクチャ設計プロセス
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対応するテ
スト観点一
覧

テストケー
スの組み合
わせを考え
る

テストフレ
ーム

同じような意味
を持つテスト観
点やテストフレ
ームをまとめる

テストコン
テナ

QFの開発フ
ロー

テストコン
テナ間の関
係を整理す
る

テストアー
キテクチャ

自動化するモノ/しないモノもまとめる



業務への貢献確認のサンプル（10）

■ テストフレームとテストコンテナの例
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テストフレーム

サインイン機能

テストコンテナ

メール
アドレス

パス
ワード

入力
期待
結果

≪frame≫

サインイ
ン可

サインイ
ン不可

操作
≪frame≫

パスワード
入力

メールアド
レス入力

サインイン
クリック

メール
アドレス

パス
ワード

入力デ
ータ

期待
結果

≪frame≫

サインイ
ン可

サインイ
ン不可

操作
≪frame≫

パスワード
入力

メールアド
レス入力

サインイン
クリック



業務への貢献確認のサンプル（11）

■ テストコンテナ間の依存関係の例
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サイン機能とUCサインインするの依存関係

UC サインインする

≪use≫

サインイン機能

メー
ル
アド
レス

パス
ワー
ド

入力
期待
結果

≪frame≫

サイン
イン可

サイン
イン不
可

操作
≪frame≫

パスワ
ード
入力

メール
アドレ
ス入力

サイン
インク
リック



■ テストアーキテクチャの例

テスト自動化

業務への貢献確認のサンプル（12）
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受け入れテスト

システムテスト

サインイン機能

テストアーキテクチャ

UC サインインする

実行順序

メール
アドレ
ス

パス
ワー
ド

入力 期待
結果

≪frame≫

サイン
イン可

サイ
ンイ
ン不
可

操作
≪frame≫

パスワ
ード入
力

メール
アドレ
ス入力

サイン
インク
リック



業務への貢献確認のサンプル（13）
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テストアー
キテクチャ

テスト設計
技法を選択
して、モデ
ルを描く

各テスト観
点のテスト
ケース

テスト設計
技法

テスト設計
技法に合わ
せたモデル

テストケー
スを作る

テスト観点
ごとの網羅
基準

QFを分析したモデル
（UC記述、QFの構造 等）

デシジョンテーブル、状態遷移図、
…

MBTは振舞いモデルを想定している。
なので、MBTのモデルとその他のモデルを組
み合わせてテストケースを作る
（例：UC記述とデシジョンテーブル）

■ テスト詳細設計プロセス

MBT：モデルベースドテスト
UC：ユースケース
QF：Quality Forward



業務への貢献確認のサンプル（14）

24

受け入れテスト

システムテスト

サインイン機能

メー
ルア
ドレ
ス

パス
ワー
ド

入力
期待
結果

≪frame≫

サイン
イン可

サイン
イン不
可

テストアーキテクチャ

UC サインインする

順序

メールアドレス メールアドレスA メールアドレスA … …

パスワード パスワードA パスワードB … …

サインイン 可 不可 … …

テスト設計技法に合わせたモデル（デシジョンテーブル）

条件

期待結果

｛
｛

■ テスト詳細設計の例（1/2）

操作

メール
アドレ
ス入力

≪frame≫

パス
ワー
ド入
力

サイン
インク
リック



業務への貢献確認のサンプル（15）
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メールアドレ
ス

メールアドレス
A

…

パスワード パスワードA …

サインイン 可 …

テスト設計技法に合わせたモデル
（UC記述 + デシジョンテーブル）

優先
順位

テスト
観点

網羅基準

1 … …

2 サイン
イン機
能

● …

● サインイン可と
サインイン不可
の両方やる

網羅基準を付けた
テスト観点一覧

テストケース

入力データ1 入力データ2 操作 期待結果

メールアドレスA パスワードA メールアドレスを入力する(メールアドレス)

パスワードを入力する (パスワード)

サインインボタンを押す()

サインイン可

… … … …

メールアドレスY パスワードY 同上 サインイン不可

■ テスト詳細設計の例（2/2）



業務への貢献確認のサンプル（16）
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テストアーキテ
クチャ

テスト実装

各テスト観点の
テストケース

手動／自動化
テストスクリプト

自動化するもの/しないものを判断
するために使う

■ テスト実装プロセス



業務への貢献確認のサンプル（17）

■ サインイン機能のテスト実装の例

27

テストスクリプト

テストアーキテクチャの一部

テストケース

入力デー
タ1

入力デー
タ2

操作 期待結果

メールア
ドレスA

パスワー
ドA

メールアドレスを入力す
る(メールアドレス)

パスワードを入力する
(パスワード)

サインインボタンを押す()

サインイ
ン可

… … … …

テスト自動化

システムテスト

サインイン機能

メール
アドレ
ス

パスワ
ード

入力 期待結果
≪frame≫

サインイ
ン可

サインイ
ン不可

Seleniumによる実装例。
Eggplant等のモデルベーステスト
ツールの場合は、画面遷移モデ
ルに割り付け、モデルを動かしな
がら検証することもできる。操作

パスワー
ド入力

メールア
ドレス入
力

サインイ
ンクリッ
ク

≪frame≫



変化への対応のサンプル（１）

■ 機能追加への対応のサンプル1点
■ 先ほどの、サインイン機能を題材
■ プロジェクト追加機能が追加されたというケース

■ 機能修正への対応のサンプルはTBD
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変化への対応のサンプル（２）

■ QFのユースケースを追加して対応する
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一般的にユースケースは、
システムの目次にあたるとさ

れる。

ユースケースの考えを利用
することで、機能が追加され
たら、その機能に関する目次
の追加があるのではないか

と考える。

追加されたユースケースを
起点に、機能追加に対応し
たテストすべき機能、観点を
見つけることができます。

Quality Forward

サインイン
する

プロジェクト
を追加する

ユースケースを追加



変化への対応のサンプル（２）

■ QFのユースケース記述（振る舞い）を追加して
対応する
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新たな機能の振る舞いを
追加する

新規：プロジェクトを追加する

既存：QFにサインインする



変化への対応のサンプル（３）

■ 振る舞いを実現する機能要素を追加して対応する。
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既にあるQFの静的構造モ
デルに、振る舞いを実現す
る新たな機能要素を追加す

る

既存：QFにサインインする

新規：プロジェクトを追加する



変化への対応のサンプル（４）

■ 状態を追加して対応する（動的な振る舞い）。
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既にあるQFの動的構造モ
デルに、振る舞いを実現す
る新たな状態を追加する

既存：QFにサインインする

新規：プロジェクトを追加する



変化への対応のサンプル（７）
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QF

受入テスト
システム
テスト

機能

サインイ
ン機能

入力デー
タ

期待結果

メールア
ドレス

パスワー
ド

サインイ
ン可

サインイ
ン不可

品質リスク：中
優先順位：2

プロジェク
ト追加機能

…

品質リスク：高
優先順位：1

…

品質リスク：低
優先順位：4

入力データ

プロジェク
ト基本情報

…

品質リスク：中
優先順位：3

テスト観点を追加



受け入れテストシステムテスト

サインイン機能

テストアーキテクチャ設計

UC サインインする

順序

変化への対応のサンプル（８）

■ テストコンテナ、テストフレームを追加して対応
する。

34

既存：QFにサインインする

プロジェクト追加機能

新規：プロジェク
トを追加する UC プロジェクトを追加する

（非機能要求に関するものはTBD）

メールア
ドレス

パスワー
ド

入力
期待
結果

≪frame≫

サイン
イン可

サイン
イン不
可

操作

メール
アドレ
ス入力

≪frame≫

パスワ
ード入
力

サイン
インク
リック

プロジェ
クト名

概要説明

入力
期待
結果

≪frame≫

追加
成功

追加
失敗

操作
≪frame≫

登録



テスト詳細設計

変化への対応のサンプル（９）

■ テストフレームとテストケースを追加して対応する。
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既存：QFにサインインする 新規：プロジェクトを追加する

テストする機能要素と対応 テストする機能要素と対応



テストスクリプト

変化への対応のサンプル（１０）

■ 機能追加の場合は、コードを追加する時と同じ

■ 機能修正への場合は、ページオブジェクトパターン
を適用してテストスクリプトを保守しやすくする

■ 変化の仕方も色々ある（UIや使い方等）

■ 対応方法の１つにページオブジェクトパターンがある
（UIとテストメソッドを分離する）

36
テスト実装のためのモデル

サインイン画面

+ メールアドレスを入力する(メールアドレス)

+ パスワードを入力する (パスワード)

+ サインインボタンを押す()

パスワード入力フォーム

-パスワード : 文字列

メールアドレス入力フォ
ーム

-メールアドレス : 文字列

サインイン
ボタン



まとめ（課題を解決できるのか）
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解決策QF開発チームの課題

テストマネジメント業務への貢献確認

●テストマネジメント業務を分析する
・経験者ヒアリング、ユーザーストーリーマッピング、業務フロー図作成

●テストマネジメントに関わるユーザーとしてのテストする
・受け入れテストのテスト観点。テストアーキテクチャ設計～テスト実装考慮

●QFの仕様としてのテストする
・受け入れテストのテスト観点。テストアーキテクチャ設計～テスト実装

未対応

変化への対応

●変化したモノと変化していないモノを素早く特定できるようにする
・トレーサビリティマトリクス作成、考慮したテストプロセス

●変化したモノは、テストケースを素早く保守できるようにする
・変化のパターンの整理。モデルからテストケースを保守を実証

●変化していないモノは、変化していない事を素早く確認できるようにする
・テストアーキテクチャで自動テストするテスト選定。スクリプト実装

未対応

テストマネジメント業務
への貢献確認

理由：
アップデートした機
能が本当にQF利用
者等に役立っている
のか確認するため

変化への対応

理由：

素早く機能をアップデ
ートするため、変更に
耐えられるようにする
（テストの面で）

一部
対応済

一部
対応済

一部
対応済

一部
対応済



発表は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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以降、付録。
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